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かやの木ギンやんひきずり女   アネマ人かぶりでネズミっ子抱いた 
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1 深沢七郎 「楢山節」 『深沢七郎集』（第一巻） 筑摩書房 1997 年 198 頁 
2 町田康・朝吹真理子 対談 「深沢七郎に反響する音」 『没後 25 年 ちょっと一服、冥土の道草』 





1960 年 12 月、深沢が雑誌『中央公論』に『風流夢譚』3という短編小説を掲載したと
ころ、大きな反響を巻き起こした。その皇室に対する「不敬的」な描写は、右翼に激し














方を評価した。1968 年 10 月 31日、深沢は心筋症による重度の心臓発作に見舞われ、生









                                                             
3 深沢七郎 「風流夢譚」 『中央公論』 中央公論社 1960 年 12 月号 328―340 頁 
4 1961 年に起こった右翼テロ事件。「嶋中事件」とも言う。『中央公論』1960 年 12 月号に掲載された
深沢七郎の小説『風流夢譚』の中で、皇太子・皇太子妃が民衆に斬首される部分や民衆が皇居を襲撃




5 深沢七郎 『人間滅亡的人生案内』 河出書房新社 1971 年  197―198 頁 
6 新海均 『深沢七郎外伝』 潮出版社 2011 年  3 頁 
7 深沢七郎・黒田征太郎 対談 「僕は自分のためにだけ生きる」 『生き難い世に生きる――深沢
七郎対談集』 実業之日本社 昭和 48 年  143 頁 





































                                                             

















































1956 年 10 月 10 日の「文芸時評」（『毎日新聞』）で、「作者はいわば近代小説の限界をや
ぶり、その概念を変更しようとしているようだ。（中略）二葉亭の『浮雲』以来の近代的
リアリズム全体に一つのアンチ・テーゼを提出したとみえるところにこの作品の今日的
な意味がある」とコメントして支持の意を表した。1958 年と 1983 年に、『楢山節考』は
二度映画化され（監督は木下惠介と今村昌平である）、大きな反響を巻き起こした。 
『楢山節考』の新人賞受賞は、ギタリストであった深沢にとって人生の転換点である。
彼は「僕は作家か」（『読売新聞』1957 年 6 月 18 日）というエッセイにおいて、受賞が
「一文なしが急に大もうけをすると成金といって板につかないものだ」と自分の心情を
                                                             
10 三つの評論とも、1956 年 11 月号の『中央公論』の「新人賞選後評」より抜粋したものである。 
11 石橋正孝 「『楢山節考』」 『没後 25 年 ちょっと一服、冥土の道草』 河出書房新社 2012 年   
202 頁 












































































                                                             
15 当時の貴族社会の和歌を中心とした歌物語で、平安時代前期『伊勢物語』の成立後、天暦 5 年（951
年）頃までに執筆されたと推定されている。 
16 平安時代末期に成立したと見られる説話集。全 31 巻。成立時期は 1120 年代―1449 年の間である。 






19 平安時代前期の勅撰和歌集。全二十巻。延喜 5 年（905 年）4 月 18 日に奏上された。実際の完成は
延喜 12 年（912 年）ごろとの説もある。 
20 利根川発 『文学の中の姨捨』 現代短歌社 平成 25 年 60 頁 




































                                                             
22 赤染衛門：天暦 10 年（956 年）頃? - 長久 2 年（1041 年）以後。平安時代中期の女流歌人。中古
三十六歌仙・女房三十六歌仙の一人。 
23 『拾遺集』の後継たるべく編まれた勅撰和歌集。勅命は白河天皇、撰者は藤原通俊。承保二年（1075
年）奉勅、応徳 3 年（1086 年）9 月 16 日完成を見、同年 10 月奏覧された。二十巻。 
24 天養元年（1144）に崇徳院が下命し、藤原顕輔（1090～1155 年）が撰者となって編集、仁平元年（1151）
になって完成奏覧された。十巻。 
25 寿永二年（1183 年）二月、 後白河院より藤原俊成に撰歌の院宣が伝達され、文治四年（1188 年）
4 月 22 日に奏覧。二十巻。 
26 作者 13 歳の寛仁 4 年（1020 年）から、52 歳頃の康平 2 年（1059 年）までの約 40 年間が綴られて






































                                                             
27 西下経一校注『更級日記』 岩波文庫解説 昭和 38 年 
28 遠田晤良 「更級日記における姨捨 : 主題をめぐる一視点」 『札幌大学教養部・札幌大学女子














































                                                             









 工藤茂は『姨捨の系譜』（おうふう 2005 年 2 月 20 日）において、日本の「姨捨」の
話を四ジャンルにまとめた。 
 ● 親捨畚型の話 
『万葉集』巻第十六・三七九一番歌・「古部之 賢人藻 後之世之 監将為迹 老人矣 送
車 持還来」；『今昔物語集』巻第九・震旦付孝養「震旦厚谷、謀父止不孝語第卌五」 
 ● 難題型の話 
 『枕草子』；『今昔物語集』巻第五・天竺付仏前「七十余人流遣他国国語第卅二」 
 ● 葛藤型の話 
 『大和物語』・一五六段；『今昔物語』巻第三十・本朝付雑事「信濃国姨母棄山語第九」；
『古今和歌集』の和歌、『更級日記』、芭蕉「姨捨更科月之弁」、など 































































                                                             











































                                                             








































                                                             
















































                                                             







































                                                             
35 浜野茂則 『深沢七郎――伝記小説』 近代文芸社 75 頁 2000 年 6 月 
36 大木文雄 「深沢七郎の小説『楢山節考』とフランツ・アルトハイムの『小説亡国論』」 『釧路
論集：北海道教育大学釧路分校研究報告』 北海道教育大学 2003 年 11 月 
37 深沢七郎・北杜夫 対談 「生きたいように生きよう」 『生き難い世に生きる――深沢七郎対談
集』 実業之日本社 昭和 48 年 12 頁 








































                                                             
39 深沢七郎 「深沢七郎ギター教室」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 （初出：『深
沢七郎ギター教室』 光文社 1973 年） 
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 楢山祭りが三度来りゃよ      塩屋のおとりさん運がよい 










おらんの父っちゃん身持の悪さ    年に一度のお山のまつり 
三日病んだらまんま炊いた ②    ねじりはちまきでまんま食べろ ⑥ 
 
豆を食うなら ひやかして 










 おらんのおばあやん納戸の隅で   かやの木ぎんやんひきずり女 
 鬼の歯を三十三本揃えた ④    せがれ孫からねずみっ子抱いた ⑤ 
 
 三十すぎてもおそくはねえぞ 






















 ろっこん／＼ろっこんナ       ろっこん／＼ろっこんナ 
 お子守りゃ楽のようでらくじゃない  ぼ泣けぼんくら餓鬼にゃいいもんやるぞ 
 肩は重いし背中じゃ泣くし      耳は氷ってるじゃん聞えんぞ 














お父っちゃん出て見ろ枯れ木ゃ茂る    山が焼けるぞ 枯木ゃ茂る 








                                                             






 六根／＼／＼ナ           つんぼゆすりでゆすられて 
 お供ァらくのようでらくじゃない   縄も切れるし縁も切れる ⑭ 
 肩の重さに荷のつらさ 












 お姥捨てるか裏山へ        這って来たとて戸で入れぬ 








































楢山節と語り手の解説         おりんの生活 
（物語世界外の言説）        （物語世界内の言説） 
     
                楢山まいり 
              （クライマックス） 
 
楢山節と語り手の解説         辰平の生活 
（物語世界外の言説）        （物語世界内の言説） 
 
     
 楢山祭りが三度来りゃよ      なんぼ寒いとって綿入れを 


























 1.4.1 堀辰雄の『姨捨』―― 近代的『更級日記』 

























                                                             










































                                                             
43 矢野耕三 「堀辰雄『姨捨』論――『更級日記』との比較を通じて」 『國學院大學大学院文学研




















1.4.2 井上靖の『姨捨』―― 血縁的葛藤 
井上靖の『姨捨』は、昭和 30 年 1月号の『文藝春秋』に発表され、後に短篇集『姨捨』
（昭和 31 年 6 月 新潮社）に収録された。「二つの作品――自作について」（『群像・日

















                                                             










































                                                             










































                                                             







































                                                             
47 堀辰雄 「姨捨記」（後に「更級日記」と改題） 『文学界』 文藝春秋 1941 年 8 月号   
48 西川清治 「更級日記と『姨捨』――再話の視点から」 『日本文學誌要』 法政大学 1965 年 6
月  
49 杉野要吉 「昭和十年代の堀辰雄――『日本的なるもの』への接近姿勢をめぐって」 『季刊文学・
語学』36 1965 年 6 月号 日本古典文学会 










































                                                             















































































                                                             
52 この一節は、『日语教育与日本学研究——大学日语教育研究国际研讨会论文集(2012)』（华东理工大学





































                                                             
53 深沢七郎 「『笛吹川』とギッチョン籠」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 91 頁 
54 深沢七郎 「自伝ところどころ」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 25 頁 
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川――その悠久の歴史と文化』 郷土出版社 2002 年 22 頁 
56 相原和邦 「『笛吹川』の視点」 『国文学 解釈と教材の研究』 學燈社 昭和 51 年 6 月臨時増
刊号  
57 初出は『笛吹川』（中央公論社 1958 年）。本論の引用は『深沢七郎集』（第八巻）（筑摩書房 1997
年）によるものである。 
58 『週刊新潮』の 1980 年 8 月 7 日号に「美しい日本。名作文学の舞台を訪ねて⑧山梨」として発表



















































































                                                             
59 深沢七郎 「『深沢七郎傑作小説集』あとがき」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 195
頁 
60 深沢七郎 「深沢七郎ギター教室」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 383 頁 



































                                                             
62 江藤淳 「『はしか』にかかることによってはじめて子供は大人になる――笛吹川論争をめぐって」 
『近代文学』 昭和 33 年 7 月号 
63 深沢七郎・秋山駿 対談 「私の文学を語る」 『三田文学』 三田文学会 昭和 44 年 9 月号 
64 尾崎秀樹 「庶民という地獄--深沢七郎の歴史観」 『国文学 解釈と教材の研究』 學燈社 1976
年 6 月号 
65 大久保典夫 「深沢七郎 集団の倫理」 『国文学 解釈と教材の研究』 學燈社 1976 年 6 月号 
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68 神谷忠孝 「『笛吹川』の流域--深沢七郎の方法」 『国文学 解釈と教材の研究』 學燈社 1975









































                                                             
69 宗谷真爾 「『楢山節考』」 『国文学 解釈と教材の研究』 學燈社 1976 年 6 月号  
70 佐伯彰一 「深沢七郎の文体」 『言語生活』 筑摩書房 1960 年 9 月号  












































                                                             
































「正月（がすぎて）」― 四回   「年が明けて」― 十回 



















































                                                             




























































































































                                                             
74 ミーケ・バルは「焦点化子」の問題をめぐってジュネットと違った定義を出した。本論はジュネッ
トの「焦点化子」理論に基づいたものであるとご注意ください。 











































































































































































                                                             
76 陣野俊史 「深沢七郎の作品世界――『笛吹川』」 『没後 25 年 ちょっと一服、冥土の道草』 河





三、土俗世界の変貌 ―― 前近代から近代へ 
故郷甲州・石和に由来する土俗味の濃い作品を作り上げた深沢七郎の描いた「前近代

























                                                             








































                                                             
78 深沢七郎 「甲州子守唄」 『深沢七郎集』（第三巻） 筑摩書房 1997 年 238 頁 







































                                                             
80 深沢七郎は、1962 年 6 月号の『新潮』に『庶民烈伝』（後に短編小説集『庶民烈伝』の序章となっ
た）という作品を発表して、「庶民以外の階級の者はみんな異常神経の持主だそうである」と述べた。 
81 平野謙 「今月の小説」 『毎日新聞』 昭和 39 年 11 月 29 日 
82 林房雄 「文芸時評」 『朝日新聞』 昭和 39 年 11 月 25―29 日 











































                                                             
85 『国文学 解釈と鑑賞』 至文堂 1977 年 8 月号   























































































                                                             
87 松本鶴雄 「深沢七郎における＜農＞の思想」 『国文学 解釈と鑑賞』 至文堂 1972 年 6 月号   








































                                                             








































                                                             
90 高橋春雄 「深沢七郎における反近代の意味」 『国文学 解釈と鑑賞』 至文堂 1972 年 6 月号  
91 深沢七郎 「僕は作家か」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 156―157 頁 










































                                                             
93 深沢七郎 「年の終わりに」 『深沢七郎集』（第七巻） 筑摩書房 1997 年 357 頁 







































『岬』（1967 年）、『枯木灘』（1977 年）、それに『地の果て 至上の時』（1983 年）は、
                                                             




































                                                             
96 初版は昭和 55 年 1 月作品社より刊行された。本論の原文引用は、すべて『鳳仙花』（新潮文庫・平
成 8 年 5 月 30 日）によるものである。 
97 富岡幸一郎 「中上健次の『小説』と物語の力」 『関東学院大学人文科学研究所報』 2005 年  
98 ニーナ・コーニエッツ  「中上健次論――風景とジェンダー・ナラティヴの政治」（竹森徹士訳） 
『すばる』 集英社 1995 年 7 月号 
99 中上紀 「中上健次――『秋幸三部作』におけるパラレルワールドの父なるもの」 『国文学 解










































                                                             
100 中上紀 「中上健次――『秋幸三部作』におけるパラレルワールドの父なるもの」 『国文学 解







































                                                             

















作の原点である路地が消えるようになったのは、1978 年から 1983 年にかけての新宮市
の開発事業の間である。彼の生れた被差別部落の所在地である春日地区は、跡地開発事
























                                                             
102 保坂和志 「どこにこんなに惹かれるか」 『没後 25 年 ちょっと一服、冥土の道草』 河出書房







































                                                             
103 柴田勝二は『中上健次と村上春樹――<脱六〇年代>的世界のゆくえ』（東京外国語大学出版会 











































相馬庸郎は著書『深沢七郎――この面妖なる魅力』（勉誠出版 平成 12 年 7月）にお
いて深沢の女性意識を分析した。相馬は、深沢の文学世界に出た女性を「母親（老婆）」、
                                                             
104 安藤礼二 「滅亡からはじまる」 『没後 25 年 ちょっと一服、冥土の道草』 河出書房新社 2012
年 98 頁 
105 深沢七郎 「思い出多き女おッ母さん」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 46 頁 
106 深沢七郎 「女中ボンジョン」 『深沢七郎集』（第一巻） 筑摩書房 1997 年 344 頁 
107 深沢七郎 「色即是空記」 『深沢七郎集』（第七巻） 筑摩書房 1997 年 414 頁 
108 遠丸立 「『楢山節考』と、おりん――ユートピアとしての老婆」 『文芸』 河出書房新社 1972







































                                                             
109 松永伍一 「土着と放浪――父性原理と母性志向」 『国文学 解釈と教材の研究』 學燈社 昭
和 51 年 6 月臨時増刊号  








































                                                             
111 「新人賞選後評」 『中央公論』 中央公論社 1956 年 11 月号 
112 1958 年 4 月『笛吹川』が刊行されてから、室生犀星、花田清輝、江藤淳、本多秋五などの評論家
は合評と時評を多数発表した。論争の中心問題は天皇制と庶民、「憎悪」に対する認識などである。 






































                                                             
114 深沢七郎 「深沢七郎未発表小説 二つの主題 遁走曲――還暦物語」 『新潮』 新潮社 2009
年 2 月号  
115 深沢七郎 「母を思う」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 62 頁 
116 Ibid 
117 深沢七郎 「柞葉の母」 Ibid 38－39 頁 
118 深沢七郎 「母を思う」 Ibid 63 頁 
119 深沢七郎 「色即是空」 『話の特集』 話の特集社 1966 年 6 月号 







































                                                             
























































































                                                             
123 深沢七郎 「自伝ところどころ」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 




































                                                             



















『みちのくの人形たち』は、『中央公論』1979 年 6 月号に発表された短編作品である。































                                                             
128 深沢七郎 「みちのくの人形たち」 『深沢七郎集』（第六巻） 筑摩書房 1997 年 113 頁 











































































                                                             
130 佐伯彰一 「まことに困った芸術家」 『図書新聞』 昭和 34 年 11 月 23 日 
131 神谷忠孝 「編年体・深沢七郎の軌跡」 『国文学 解釈と教材の研究』 學燈社 1976 年 6 月
臨時増刊号   
132 深沢七郎 「初恋は悲しきものよおぐるまの日記」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997










































                                                             








































                                                             
134 深沢七郎 「変な人のところには変な人がたずねて来る記」 『深沢七郎集』（第四巻） 筑摩書
房 1997 年 208 頁 
135 深沢七郎 『人間滅亡的人生案内』 河出書房新社 1971 年 77 頁 








































                                                             









































                                                             
138 深沢七郎 「お燈明の姉妹」 『深沢七郎集』（第四巻） 筑摩書房 1997 年 97 頁 
139 深沢七郎 『怠惰の美学』 日藝出版 昭和 47 年 134 頁 










































                                                             
141 深沢七郎 「テレビ番外地」 『深沢七郎集』（第十巻） 筑摩書房 1997 年 80 頁―81 頁 









































                                                             
143 深沢七郎 『生きているのはひまつぶし――深沢七郎未発表作品集』 光文社 2005 年 49 頁 
144 深沢七郎 『怠惰の美学』 日芸出版 昭和 47 年 88 頁 








































                                                             
146 Ibid 60 頁 
147 この作品は、創作時間から言えば 1960 年代以降の「作風転換期」のものであるが、キャラクター
から言えば主人公の「おくま」が「楢山節考」と『笛吹川』と同一シリーズに属するものである。故
に、1.1 と 1.3 の両節ともにこの作品を言及した。 

















































母親・女中の庶民的特質 ―――― 深沢七郎 ―――女中の近代的特質・近代的女       
 
  
         （発酵・再融合）         （発酵・再融合） 
   「大庶民としての女」  糸取り娘・若い女性との交際    「欲深い女」 
                
                  女学生たち 
   














2.2 『千秋楽』―― 都市遊民の哀歓 
1961 年初頭、『風流夢譚』事件の影響で、深沢七郎は右翼の襲撃を避けるために、流










































愁すらが、この作品の影に宿っている。（河上徹太郎 「文芸時評」 『読売新聞』 









                                                             



































































『千秋楽』の叙述は、1 月 25、26 日頃から始まり、3 月 31 日で終わった。2 月 1 日ま
では挨拶と稽古の時間である。語り手はドンチョーが初めて劇場に行った 1 月 25日、及































2 月 4、5、6、7、8日の出来事は一言で要約された。2 月 9日には、母親が自分の息子

























                                                             
150 深沢七郎 『人間滅亡的人生案内』 河出書房新社 1971 年 169 頁 

























彼は、師匠から自分の楽屋を堅く保っている。2 月 28 日から 3 月 6、7 日までは、ドン
チョーが師匠による外部侵入から内部空間を守るプロセスであると言える。 


























社会（外部空間１）       劇場（内部空間 1） 
 
 
   
                自分の楽屋     踊り子の楽屋 






1 月 25 日～1 月 30 日：現実社会の外部空間１と区別し、劇場を内部空間 1として認識
する段階。 
1 月 31日～2 月 3 日：劇場内の内部空間 2（ドンチョーの楽屋）と外部空間 2（ストリ
ッパーの楽屋など）の区切りの段階。 
<省略> 
2 月 12 日～2 月 15 日：踊り子を架け橋として内部空間 2と外部空間 1を往復した末、
内部空間 2に回帰した。 
<省略> 
2 月 28日～3 月 5 日：外部空間 1からの侵入（師匠）から内部空間 1を守った。 
<省略> 




『千秋楽』は単一楽章の交響詩152であろう。この「交響詩」は、2 月 3 日までの内部空
間と外部空間の分化、つまり序章、2 月 3 日から 3 月の末までの厖大な叙述部、それに
最後の千秋楽の 3 月 31 日の終曲によって構成されている。 
緩和なリズム以外に、『千秋楽』のメロディー面のもう一つの特徴は、叙述部から終曲
への「無過渡」である。千秋楽が終わると、主人公は内部空間との分離に直面するよう
になった。しかし、前述のように、3 月 5 日と最後の 31 日の間のほぼ一ヶ月間の叙述が

































































































































                                                             
154 樋口忠彦 『日本の景観 ふるさとの原型』 春秋社 1981 年 





















































































                                                             
156 小林和子 「現代文学における輪廻転生についての一断想」 『茨女国文』 茨城女子短期大学 








































                                                             
157 『春の雪』『奔馬』『暁の寺』『天人五衰』の全 4 巻から成る。文芸雑誌『新潮』に、先ず 1965 年 9
月号から 1967 年 1 月号にかけて『春の雪』が連載された。同年 2 月号から 1968 年 8 月号にかけては
『奔馬』、同年 9 月号から 1970 年 4 月号にかけては『暁の寺』、同年 7 月号から 1971 年 1 月号にかけ
ては『天人五衰』が連載された。 








































                                                             








































                                                             
160 深沢七郎は 20 歳の時（昭和 9 年）徴兵検査で丙種合格であったが、戦争中に再検査して丁種にな
ったから戦場に行かなかった。 
161 深沢七郎 「ギターと小説と」 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 183－184 頁 
















































                                                             
163 「中央公論臨時増刊・文芸特集号」（1959 年 10 月）に発表され、単行本『東京のプリンスたち』（中






























































































                                                             
165 「深沢七郎『風流夢譚』嶋中社長宅襲撃事件」（総力特集） 『新潮』 新潮社 2006 年 2 月号  






























                                                                                                                                                                              
1960 年 5 月 20 日に衆議院で新条約案が強行採決されると、「民主主義の破壊である」として一般市民
の間にも反対の運動が高まり、国会議事堂の周囲をデモ隊が連日取り囲み、闘争も次第に激化の一途
をたどった。反安保闘争は次第に反政府・反米闘争の色合いを濃くしていった。6 月 15 日には、ヤク
ザと右翼団体がデモ隊を襲撃して多くの重傷者を出し、警官隊が国会議事堂正門前で大規模にデモ隊
と衝突し、デモに参加していた東京大学学生の樺美智子が圧死されるという事件が発生した。条約は




岸内閣が退陣し池田内閣が成立(7 月 19 日)すると運動は急激に退潮した。 
167 浅沼稲次郎暗殺事件というのは、1960 年 10 月 12 日午後 3 時頃、日本・東京都千代田区にある日
比谷公会堂において演説中の日本社会党（現社会民主党）委員長・浅沼稲次郎が、17 歳の右翼少年に
暗殺された事件である。少年はその場で現行犯逮捕、11 月 2 日夜、東京少年鑑別所の単独室で赤い歯
磨き粉を溶いた液で書いた（一部で「血書」とされているが誤り）「七生報国 天皇陛下万才」（原文
ママ）の文字を監房の壁に残した後、自殺した。 
168 長谷川泉 「『風流夢譚』」 『国文学 解釈と鑑賞』 至文堂 1972 年 6 月号   
169 中野重治 「テロルは右翼に対しては許されるか」 『新日本文学』 新日本文学会 昭和 36 年
1 月号 
170 臼井吉見 「人間・政治・文学」 『展望』 筑摩書房 1976 年 9 月号 
171 鶴見俊輔 「『風流夢譚事件以後』を読んで」 『思想の科学』（第 6 次） 思想の科学社 1977
年 4 月号 
172 平野謙 「文芸時評」 『毎日新聞』 昭和 35 年 11 月 25 日 
173 江藤淳 「文芸時評」 『信濃毎日新聞』 昭和 35 年 11 月 26 日 

































                                                                                                                                                                              
6 月号 
175 いいだもも 「『風流夢譚』――平和と民主主義への反措定」 『近代の眼』 近代評論社 1979
年 10 月号 
176 長谷川泉 「『風流夢譚』」 『国文学 解釈と鑑賞』 至文堂 1972 年 6 月号 
177 相馬庸郎 「深沢七郎と『政治』」 『日本文学』 日本文学協会 1994 年 9 月号 
178 粕谷一希 「60 年安保・『風流夢譚』事件」 『季刊アステイオン』49 1998 年 7 月号 ティビ-
エス・ブリタニカ  
179 鈴木邦男 「天皇制は、筋を通した『論説』で主張すべきだった――『風流夢譚』事件をめぐっ
て」 『論座』 朝日新聞出版 2007 年 8 月号 
180 黒谷一夫 「反天皇制小説の運命――『風流夢譚』と『パルチザン伝説』」 『日本文学』 日本
文学協会 1985 年 1 月号 
181 山本誠一郎 「『風流夢譚』事件における『中央公論』の挫折が意味するもの」 『月刊社会党』 
日本社会党 1970 年 4 月号 
182 鶴見俊輔 「『風流夢譚事件以後』を読んで」 『思想の科学』（第 6 次） 思想の科学社 1977





































                                                             
183 ベン・アミー・シロニー 『母なる天皇―女性的君主制の過去・現在・未来』 講談社 2003 年 
313 頁 
184 若森栄樹 「現代天皇制の起源とその帰結――二人の作家の反応 三島由紀夫と深沢七郎」 『国
文学 解釈と教材の研究』 學燈社 2002 年 4 月号 
185 安丸良夫 『近代天皇像の形成』 岩波書店 1995 年 283 頁 
186 柳田国男 『民俗学について』 筑摩書房 1966 年 
187 矢部貞治 『民主主義の基本問題』 弘文堂 1954 年 








































                                                             
189 黒谷一夫 「反天皇制小説の運命――『風流夢譚』と『パルチザン伝説』」 『日本文学』 日本




































                                                             
190 冒頭の部分は「くらがえ」として『文芸』1965 年 1 月号に発表され、それ以後は『新潮』1966 年
9 月号に「生態を変える記」として発表された。 
191 深沢七郎 「『庶民烈伝』序章」 『深沢七郎集』（第四巻） 筑摩書房 1997 年 8－9 頁 
192 北村美憲 「深沢七郎論」 『新日本文学』 新日本文学会 昭和 36 年 4 月号  





















































































                                                             
194 深沢七郎 『流浪の手記』 徳間書房 1967 年 
195 深沢七郎 『深沢七郎集』（第八巻） 筑摩書房 1997 年 
196 若森栄樹 「現代天皇制の起源とその帰結――二人の作家の反応 三島由紀夫と深沢七郎」 『国







































                                                             











みよし野の峰に枝垂れるちどりぐさ 吹く山風に揺るるを見れば （天皇） 
磯千鳥沖の荒波かきわけて 船頭いとほしともしび濡るる （皇后） 
春の野の黄いなる花に舞ひ慕ふ もんしろ蝶は老を知らずも （皇太子） 
秋の夜のくれなゐ匂ふ星あかり ゆふべもみぢばいろそめにければ （皇太子妃） 






























                                                             










































                                                             










































                                                             










































                                                             
201 『世界大百科事典 24』（平凡社 2007 年 9 月 1 日）の「武士道」の項と、『ブリタニカ国際大百科












































                                                             
202 折原脩三 「『天皇という観念』の横すべり--真・善・美の価値とは無縁な安定装置」 『思想の










































                                                             
203 野中潤 「深沢七郎『風流夢譚』再読--『鬼畜米英』と三島由紀夫」 『現代文学史研究』 現


































の近代的政治事件は、作家の「近代嫌い」に拍車をかけた。1959 年から 1962 年までは
深沢の政治的発言が集中的に出た時期である。日米新安保条約の強行採決、全学連の国
会突入205、三井三池闘争206などの戦いのさなかに、『群像』の 1960 年 8 月号に発表され
た「騒げ、騒げ、もっと騒げ」において、深沢は当時の「騒いだ社会」に対する心情を
                                                             
204 篠沢秀夫 「ポルノ情動と庶民的日和見主義――『風流夢譚』の文体学的分析」 『思想の科学』
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<図―5>   
 
一次的語り手 
                
                 夢 
  
  行動者としての二次的語り手      観察者としての二次的語り手 
  （等質物語世界の語り手）       （異質物語世界の語り手） 
 
                目覚め 
 
一次的語り手 
                





























































































<図―6>   一次的語り手（動く腕時計・エゴ） 
                 夢 
  
  行動者としての二次的語り手      観察者としての二次的語り手 
  （等質物語世界の語り手）       （異質物語世界の語り手） 
  （動かない腕時計・イド）       （動く腕時計・エゴ） 
 
                 目覚め 
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4、深沢七郎と三島由紀夫 ―― 戦後天皇制はどういうものなのか 
1960 年は『風流夢譚』が発表された年である。同年 12 月号の『中央公論』への掲載
を危ぶんだ中央公論社は、三島由紀夫に小説の原稿を見せた。この作品の掲載について、
京谷秀夫（当時の『中央公論』編集者の一人）は、「私がこの小説についてはじめて耳に
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221 「憂国」の初出は 1961 年 1 月号の『中央公論』である。本論は『三島由紀夫全集第 20 巻・短編 6』
（新潮社 2002 年）に収録された「憂国」を踏まえて分析した。 






































社刊 1996 年 4 月）に記されている。それ以降、深沢は放浪の生活を送らざるを得なく
なり、二人の付き合いは途切れるようになってしまった。このような三島と深沢の仲は、
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る将校たちの姿を描き上げた。「益荒男が たばさむ太刀の 鞘鳴りに 幾とせ耐へて 今日
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ら憧れてきた風物自然も変質している。「拝啓 編集長がた様」（『話の特集』1967 年 7
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の中後期作品に漂ったのは鋭い文明批評と現実批判のニュアンスである。   
 
『人間滅亡的人生案内』の連載が終わるとほぼ同時に発表された『無妙記』（『文藝』 
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 1981 年 9 月に第十七回谷崎潤一郎賞を受賞した『みちのくの人形たち』（『中央公論』 
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た。伯母は、自分が旧暦の 1953 年 4 月 4 日から、一万人の子供（他人と協力して取り上
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で敗血症に罹り、1939 年 11 月 12 日に死亡した。ベチューンは中国国内で高く評価されたが、カナダ
では反共主義からなかなか認められず、現在でも数々の議論がある。 
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が該当。彼らの多くが生きて台湾に到着した場合には多額の報奨金を受け取ることができた。 
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性志向」（『国文学 解釈と教材の研究』昭和 51 年 6月臨時増刊号）において、深沢の土
俗への愛着が母性原理に由来したものであると論述した。川島秀一は、「笛吹川――深沢
七郎『笛吹川』」（『国文学 解釈と教材の研究』2005 年 3 月号）で、川の生命への象徴
性を解明し、それを踏まえて深沢の「始原の想像力」の問題を試論した。一方、土俗志
向に関わった深沢の「流浪」のライフスタイルも頻繁に注目された問題である。松本鶴
雄は、「深沢七郎における『農』の思想」（『国文学 解釈と鑑賞』1972 年 6 月号）にお
いて、彼の土着的描写が都市流浪者の想像に基づいたものであり、従来の「農民文学」
と無縁なものであると主張した。饗庭孝男は、「遊行僧の唱導性――深沢七郎の『楢山節
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毛沢東が 1942 年 5 月に「延安文芸座談会での講話」を発表した以降、農村の政治・経
済・階級闘争などの問題を取り扱う作品は、郷土文学の主流になっていった。趙樹理と
孫犁は、農民の楽観と勇気を再現しながら、「民族解放闘争」を唱える政治性を備えた作
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3.2 ラブミー農場からの鋭い目線 ――「近代捨人」である深沢七郎 
1965 年、五十一歳の深沢七郎は埼玉の菖蒲町に三千五百平方メートルの土地を購入し

































                                                             
360 深沢七郎 「生態を変える記」 『深沢七郎集』（第九巻） 筑摩書房 1997 年 37 頁 
361 深沢七郎 「好きになるということはの日記」 『深沢七郎集』（第十巻） 筑摩書房 1997 年 40













































                                                             
362 深沢七郎 「かけすぎる生活費」 Ibid 56－57 頁 
363 深沢七郎 「百姓になりたかった」 『生きているのはひまつぶし――深沢七郎未発表作品集』 光






















単行本『夢辞典』（文藝春秋 1987 年 3 月）は深沢の最後の出版物である。このエッ

















                                                             
364 深沢七郎 『人間滅亡的人生案内』 1971 年 河出書房新社 77 頁 












































                                                             


















































                                                             






題の「予言」となる。1960 年 1 月、原子力を利用した日本初の東海発電所の着工に対し










































                                                             
370 深沢七郎 「過去の記憶はおぼろがいい」 『生きているのはひまつぶし 深沢七郎未発表作品集』 



















































みなさま、本当にありがとうございました。           
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